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例

1.本書は、東京都国分寺市において、平成16・17年度実施した個人住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

および民間開発に伴う確認調査の概要をまとめたものである。なお、付編として昭和50年代に実施し

た個人住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の内、遺構・遺物の検出が無かった小規模調査を掲載した。

2.発掘調査は文化庁と東京都の補助を受け、国分寺市教育委員会が調査主体者となり、国分寺市遺跡調

査会に委託して調査を実施した。

3.調査の基準線は、武蔵国分寺跡においては僧寺金堂aW徹碧間に原点を置く極地座標系(国家座標系に

変換可)による。恋ケ窪遺跡他等においては国家座標第9系による。

4.各調査の出土漬物および調査記録は、国分寺市教育委員会で保管している。

5.調査次数は、遺跡毎に連続番号を与えて登録している。

6.本書の編集は上敷領久が担当した。

言

例

1.本書に記載した各遺跡における遺構表示は下記の番号を冠して遺構毎に連続番号を与えて登録してい

る。縄文時代遺構は末尾にJを付す。

SB (礎石建物・掘立柱建物) SⅠ(竪穴住居)

SX(特殊遺構・その他) ST(石器集中地点)

凡

SD(溝跡)

SR(礫群)

SK(土坑)

P(小穴)

ノ

2.記載した遺物は下記の遺物番号を冠して表示した。

歴史時代

PK(須恵器) MA(銭貨)

縄文時代

土器煩 JF(中期後半)

石器類 AB (石???

旧石器時代

FA(ナイフ形石器)

3.(1)遺溝の実測図の縮尺は下記に示すものを基本としており、その都度、スケールバーを図面の下

に示している。

遺構 全体図1/100 1/150 1/200 1/300

(2)遺物図版の縮尺は下記のとおりである。

歴史時代

土器類1/2 墨書部分・銭貨1/1

糸蚊lSMコこ

土器類1/3 石鎌1/1

旧石看卯茅代

ナイフ形石器1/1
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第1章 平成16-17年度の概要

1.国庫補助金によって実施した発掘調査・整理作業

平成16年度の発掘調査の合計は19地区である。事業別内訳は分譲住宅建設等民間開発に伴う確認
調査が8地区であり、本調査に移行したのは2地区である。個人住宅建設に伴う本調査は11地区で
ある。

遺跡別の調査内訳は武蔵国分寺跡13地区(内恋ケ窪廃寺地区1地区を含む)。恋ケ窪遺跡4地区。
花沢西遺跡2地区である。

整理作業は、武蔵国分寺跡・恋ケ窪遺跡他市内遺跡における個人住宅建設および確認調査19件の
図面整理と出土遺物の基礎整理作業を実施した。

平成17年度の発掘調査の合計は15地区である。事業別内訳は分譲住宅建設等民間開発に伴う確認
調査が4地区であり、本調査に移行したのは1地区である。個人住宅建設に伴う本調査は11地区で
ある。

遺跡別の調査内訳は武蔵国分寺跡12地区。花沢西遺跡2地区。殿ケ谷戸遺跡1地区である。

整理作業は、武蔵国分寺跡・花沢西遺跡他市内遺跡における個人住宅建設および確認調査15件の
図面整理と出土遺物の基礎整理作業を実施した。

2.発掘届けの推移

[発掘届の推移]

簡 発掘件数

ロ 冬jヒ財保護法第125条(80(イ牛数)
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??????司

/

/
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図 /
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文化財保護法第93条(57条
の2)

(民間が行う土木工事等
のための発掘に関する届出)

醒
08年 9年10年11年12年13年14年15年16年17年

(平成)

表1

一5 -

平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 .平成15年 平成16年
発掘件数 17 12 20 26 32 31 18 10 27 20

125条(80条) 4 O 1 1 1 2 4 4 6 0

94条(57条の3 37 35 39 40 29  29 25 21 41 35

93条(57条の2 183 134 120 164 124 117 176 143 112 159



3.発掘面積の推移

(爾)200001 [発掘面積の推移] 口民間
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ト??????????
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1

,・゜]

:/
,・1

表3

4.立会調査件数

平成16年度

平成17年度

191件

167件

6

平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

民間 2435.9 1434.9 2072.5 1932,2 2985,4 3448,2 5395,8 7508.6 455.58 694,74

公共機関 15106 8661 5328,9 4952 8255,9 3707 1114,6 3993 4088.3 215.2

市下水道 24,8 0 0 64.5 0 110,1 0 0 0 0

個人宅造 583,26 38,86 71.89 138,1 330,74 155,44 144.48 18、71 263,41 322,59

遺構確認調査 0 123.5 0 213,7 O 207.67 117,25 177,4 1055.4 1456.3

開発確認調査 0 0 0 O O O 0 149,45 430,17 84.55



第2章 平成16年度埋蔵文化財調査の概要
調査の概要

個人住宅建設に伴う調査は、武蔵国分寺跡8件、恋ケ窪遺跡2件、花沢西遺跡1件である。
武蔵国分寺跡は、地盤改良する建物基礎部分(④・ 地区)、排水管等地下埋設管設置部分
(①・②・ ・ ・ ・[相]地区)、 地区は駐車場部分も対象として調査を行った。僧寺寺院
地内4件、寺院地外4件である。

恋ケ窪遺跡および花沢西遺跡の3件([相]・[株]・[相]地区)の調査は、ともに排水管埋設部分
を対象とした調査で、検出遺構はない。

開発計画に伴う確認調査は、武蔵国分寺跡4件、恋ケ窪廃寺跡1件、恋ケ窪遺跡2件、花
沢西遺跡1件で、このうち、武蔵国分寺跡と恋ケ窪遺跡とで各1件( ・0地区)が本調査
に移行した。

武蔵国分寺跡は、黒鐘公園入口改修工事部分( 地区)、分譲住宅地などにおける埋設管設
置部分( ・ )・0地区)を対象に調査した。僧寺寺院地内2件、尼寺伽藍地内1件、伽藍
地外1件である。恋ケ窪廃寺跡は、③地区で排水管埋設部分を対象に調査し、遺構の検出は
ない。

恋ケ窪遺跡は、位置指定道路工事部分を対象とした調査(0地区)と排水管埋設部分等を
対象とした調査( 地区)を行い、[有]地区は遺構が検出されたため本発掘調査に移行した。
花沢西遺跡は、位置指定道路工事部分を対象とした調査( )地区)を行い、縄文時代の土

坑が1基検出された。

発見遺構と出土遺物

 地区において、平安時代の掘立柱建物と縄文時代の柄鏡型敷石住居が検出された。当該
地区は僧寺伽藍地内に位置し、講堂から東へ約180mの場所にあたる。この伽藍中枢部の東
側は大型の掘立柱建物が多く検出されており、太衆院・政所院に推定されている地区である。
平安時代の調査では、掘立柱建物が1棟、小穴が27基検出された。掘立柱建物(SB225)
は、8個の柱穴が確認された。東西2間、南北3間以上の南北棟で、柱間は約2.4mである。
柱穴の切り合い関係により最大で5時期あると考えられ、4回建て替えられている。

縄文時代の調査では、柄鏡形敷石住居1軒(SI770J)、小穴1基が検出された。SI770J住
居の円形主体部は半分以上調査区外となり、現状で南北2.5m以上、東西4m以上、深さは
確認面より約0.5mである。張り出し部は幅約1.lm1長さ1.8mである。床面直上から10cm
～30cmの礫が数点出土し、主体部の壁際に沿って小石が帯状に検出された。この下部からピ
ットが壁際に沿って検出された。出土遺物は中期後半加曽利EIV式から後期初頭の称名寺式
の深鉢形土器が主体となり、石鎌、磨石、石皿、多孔石などもある。旧石器時代の遺物とし
てSI770J住居覆土からナイフ形石器が出土した。
まとめ

武蔵国分寺跡の主要な遺構としては 地区で検出された推定太衆院・政所院地区に相応し
い大型の掘立柱建物と 地区の寺院地東辺区画溝(SD62)とが挙げられる。

縄文時代では、 地区において、中期後半の住居が崖線下の立川面で検出された。中期は
恋ケ窪遺跡など台地上に大規模集落が形成されるが、恋ケ窪東遺跡で住居跡3軒が検出され
るが規模は縮小し、堀之内式・加曽利B式土器が出土する八幡前遺跡が野川に面した立川面
に位置するなど、遺跡の立地面でも変化が想定されてきた。今回、0地区で中期後半の柄鏡
形敷石住居が検出され、近接調査区でも住居の可能性が指摘される称名寺式期の集石土坑が
検出されており、中期後半～後期になると崖線下に小規模ながら集落が営まれた状況が確認
された。

] 一-



平成16年度調査地区一覧

表3 武蔵国分寺跡 個人宅造に伴う本発掘調査

表4 武蔵国分寺跡 分譲住宅建設等に伴う確認調査

表5 恋ケ窪廃寺跡 専用住宅兼共同住宅建設に伴う確認調査

表6 恋ケ窪遺跡 個人宅造に伴う本発掘調査

表7 恋ケ窪遺跡 位置指定道路工事等に伴う確認調査

表8 花沢西遺跡 個人宅造に伴う本発掘調査

表9 花沢西遺跡 位置指定道路工事に伴う確認調査

1崇ヨ調 調査原因

調査次数
現地調査期間

I

[相] 8 ふ畳よ温11 品雪211 98.98 85,52 439.05 016“ 8“H?吉1品ゞ′ 8“25 (縄文)土坑1基
面積合計 98,98 85.52 43?9.05 丁 箱数合計

検出遺構

8

トー」±」一一珀二」立凸二二]一 -一 遺物kt!iHIW:l HM%M1 所在地 あ。エ,」オ 現地調査期間 検出遺構 ゎヶ番 調査次数

① 19
個人宅造地

第573次調査

東几町4丁口

1945-21
9,41 49,49 124.1-

H16,4, 7 ～1116.

4,l3 (5日間)
(歴史)小穴9基 l

② ll ・l9
個人宅造地

第575次調査

巴イ元…」 2 l'lヨ1

15-27
7.9C 69.48 302.4(

H16.5.6～H16, 5.12

(5日間)
(縄文)土坑1基 1

④ 19
個人宅造地

第579次調査

東元町4丁目

17川6
85.57 141.20 516.1l

H16,7.12～1116.7.28

(12日間)

(歴史)溝1条・土坑1基・

特殊遺構2基

(縄文)上坑1基・小穴1基

1

 10・l9
個人宅造地

第580次調査

東元町4」′日

1500-7
5.02 45.70 91.7ε

H16.8.24～H16.8.30

(5日間)
(歴史)溝1条 1

 19
個人宅造地

第581次調査

西冗町3丁目
3-28

7.2C 55.08 134.1(
H16.9.16～H16.9.17

(2日間)
検出遺構なし 0

 10・11
個人宅造地

第582次謂査

西元町2丁日

13-9
21,5 71.75 158.81

H16,9.30～Hl610.15

(7日間)

(歴史)小穴9基

(縄文)土坑2基・小穴7基
1

 10
個人宅造地

第587次調査

西冗町3丁目

30の一部
111,8C 197.11 197.11

H17,1,27～H17,3,14

(3H1 間)

(歴史)掘立柱建物1棟・

小穴27基

(縄文)住居1軒・小穴1基

14

0 10
個人宅造地

第588次調査

西元町3丁目

17-4
4,1ε 61.38 158,2ε

H17.2.21～H17,2.22

(2口間)
検出遺構なし O

箱数合訂 巨

蒼旨四 謀会案哀 ■所在地ト、尋Fエー皇.〒;吉,一 現地調査期間 検出遺構 に箕
 10・19

公園入口改修T事
第583次調査

西元町4丁目
10-47

40,19 40,00 40.O0
1116,11,9～H16,11,18

(7日間)
(歴史)土坑1基 1

 19
分譲住宅建設

第584次調査

西元町4丁ヒ1

2348外
161.30 1531.40 1531.40

H16.11.10～H16.11.30

(12目閏υ

(歴史)土坑20基・住居1

軒・小穴43(土坑1基・住居1

軒は第83次に確認済)

(縄文)上坑2基

1

[相] 10・19
分譲住宅建設

第586次調査

西元町3Ⅱ」

1919-3
71,5E 887,92 887.92

1116.12.13～H16,12,15

( 3 ヒ1 間)
検出遺構なし 1

0 10・19
個人宅造地兼法律事務神j

第589次調査

四元…13丁目

11-19
13.5( 75.42 287,90

H17,3.22～H17. 3.25

(4日間)
検出遺構なし O

箱数合計 レー

毒賢は笥 溜審= 所 在 地 一音霊.,1tト.±5ま,」 現地調査期間 I 検 出 遺 構 l孟霊
③■22閣乳畠晶2同住宅 泉町二丁目

32-12
3,9よ 89,9S 143.27

H16.5.12～H16.5,12

(1日間)
検出遺構なし 0

霜"数合計 レ〔

禁雪1票讐1 沼書窪= 1所在地ト{1是+も日 検出遺構 旧現地調査期間

[相] 2
個人宅造地

第79次調査

西恋ケ窪1]

日1534
1,00 48,75 122,34

H17,3,1～FI17,3.2

(2日間)
検出遺構なし 0

 2
個人宅造地
第80次調査

西恕ケ窪1丁

目1535
1.00 44.61 113,70

H17, 3. 1～H17.3.2

(2叩間)
検出遺構なし 0

箱数合計 巴ロ

地区遺跡 調査原因 #.H ヒー1番号番号 調査次数 所 4L 地 ッt象 現地調査則間 検 出 遺 構 遺物箱数
 2

位置指定道路

第76次調査

西恋ケ窪1丁

目1513・25
66.70 90.35 104.21

-H16,5.6～H16,5,11

(3日間)
(縄文)小穴1基

(歴史)溝2条
1

[相] 2
分譲住宅建設

第78次調査

四恋ケ窪」丁

同15ぺう0 ・ 3土
5.32 47,37 118.57

H16.8410～1116,8,12

(3日間)
検出遺構なし 0

““-“ 箱数合計 日

雪旨四 =書案= レ↑ 在 地 一誦憑一.7巴1一雪ξff」 現地調査期間 ― 検 出 遺 構 埜宕
[相]18臣ギ甜 南町3J[1

30-12
8.67 60.0( 158.33

H16.8,10～1116, 8.25

(11日間)
検出遺構なし 0

“ 箱数合計 口口

宝1普1 侶== 1所在地一誦.♂H..ユ[ζ7,1 現地調査期間 1 検出遺構 完震
叫・間里r 南町3丁目

30-12
98.98 85,52 439.O5

H16,8,10～H16,8,25

(11日間)
(縄文)土坑1基 1

一 箱数合計 ロコ





平成16年度各調査の概要とまとめ

①第573次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

東元町四丁目1945?21

個人住宅建設

9,41 渭

平安時代・・・小穴9基

平安時代・・・土師器・須恵器

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2004.4.7～2004.4.13

中道 誠

調査概要

当地区は僧寺中軸線の南205.5m,東387mに位置し、武蔵国分寺跡寺院地南東に当たる。調査は排水管

埋設により影響を受ける範囲に1ヘレンチを1箇所設定し、本調査を行った。

歴史時代の小穴が9基検出された。

まとめ

当該調査区の周辺は遣構の検出が希薄な地域であり武蔵国分寺僧寺の寺院地の中で「苑院・花園院」が

想定されている地賊である。検出された小穴の配置等に規則性は認められず機能、用途は不明である。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

②第575次調査 個人宅造地

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

西元町二丁目15?27

個人住宅建設

7.96 ポ

縄文時代・・・土坑1基

平安時代・・・須恵器・女瓦

縄文時代・・・土器・石核・礫

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2004.5.6～2004.5.12

中道 誠

調査概要

当地区は僧寺中軸線の北276m,西305mに位置し、武蔵野段丘面際の武蔵国分僧尼寺中間に当たる。東

に東山道武蔵路が通り、多喜窪遺跡と重複する。調査は排水管埋設により影響を受ける範囲を対象にトレ

ンチを1箇所設定し、本調査を行った。縄文時代の土坑が1基および中期の土器片等が検出された。

まとめ

当地区は武蔵国分寺跡北方地区に当たると共に、縄文時代の多喜窪遺跡と重なっている。既往の調査成

果でも勝坂期の住居が周辺から検出されており、今回検出された、縄文時代の土坑(SK3173J)も当該地区

の集落を形成する遺構群の一部と想定される。なお、遺構は調査区外に及ぶ為、全体の規模や形状は不明

である。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

③第577次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

確認調査

泉町三丁目32?12

個人住宅兼共同住宅建設

3.99 m

なし

なし

調査期間

担当者

恋ケ窪廃寺

2004.5.12～2004.5.12

上敷領 久

調査概要

当地区は僧寺中軸線の北723m,西420mに位置する。武蔵野段丘上に立地する恋ケ窪廃寺に当たり、礎

石建物跡が検出された中心部の南方に位置する。調査は排水管埋設部分にトレンチを1箇所設定し本調査

を実施した。遺構・遺物の検出、出土はなかった。

まとめ

本調査区の北側で、昭和51・54・56年に調査された第16・104・134次調査及びその周辺の調査では、

恋ケ窪廃寺の区画施設、礎石建物跡、土坑墓・火葬墓が検出されているが、やや潰跡のはずれに当たるた

め当地区では遺構・遺物の検出、出土はなかった。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

④第579次調査

所在地

調査原囚

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査概要

当地区は僧寺中軸線の南23m1東209mに位置し、立川段丘上の武蔵国分寺跡東方地域に当たる。寺浣

地東辺区画溝の外{Ull lこ位置する。調査は計画建物工事により影響を受ける範囲にトレンチを1個、排水管

埋設により影響を受けろ範囲に1・レンチを4個設定し、本調査を行った。歴史時代の溝が1条、土坑が1

基、特殊遺構が2基、縄文HⅥ曳の土坑が1基、小穴が1基検出された。

まとめ

当該地区は既往の調査では遺構の出現率が低い地滅であったが、今次調査において、歴史時代の溝1条と

縄文時代の土坑などが検出された。周辺地区は畑地が多く、大規模な住宅地開発が行われてこなかった地

域でもあることから、今後の開発対応には注意を要する地域である。

個人宅造地

東元町四丁目1482・1483 遺跡名

個人住宅建設 調査期間

85.57 爾 担当者

平安時代・・・溝1条・土坑1基・特殊遺構2基

縄文時代・・・土坑1基・小穴1基

平安時代・・・須恵器・土坤質土器・女瓦

武蔵国分寺跡

2004.7.12～2004.7.28

中道 誠
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平成16午度各調査の概要とまとめ

 第5帥次調査

所在地

調査原囚

調査面積

検出遺溝

出土遺物

調査概要

当地区は僧寺中軸線の南16m1東436mに位置し、武蔵国分寺跡寺院地東方際に当たる。寺院地東辺区

画溝の上に跨いでイ立置する。調査は排水管埋設により影響を受ける範囲を対象にトレンチを設置し、本調

査を行った。武蔵国分寺寺院地東辺区画溝(SD62)が検出された。出土漬物は土師器、須恵器、上師質土

器、灰釉陶器、男瓦・女瓦等である。

個人宅造地

東元町四丁目150叶7 遺跡名

個人住宅建設 調査期間

5.03 濱 担当者

奈良時代・・・武 区画溝

歴史時代・・・土師器・須恵器・土師質土器・灰釉陶器・中近世陶器・男瓦・女瓦

武蔵国分寺跡

2004.8.24～2004.8.30

中道 誠

まとめ

本調査区で検出されたSD62溝は、後世の撹乱が及んでおり、上面が削平されている、現在の地表面か

ら0.6mで確認された。上面幅1.9m1底面幅0.85m1深さ0.7mを測る。断面は逆台形を呈し、底面に

はロームブロックによる人為的に埋め戻された痕跡が認められた。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

 第581次調査

所在地

調査原因

調査面債

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

西元町三丁目3?28

個人住宅建設

7.20 肘

なし

なし

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2004.9.16～2004.9.17

中道 誠

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南315m1東55mに位置し、武蔵国分寺跡南方地滅に当たる。寺院地南辺区画溝

の外側際に位置する。調査は排水管埋設により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定し、本調査を行

った。遺構・遺物の検出、出上はなかった。

まとめ

調査区は大きく撹乱されており、遺構確認はわずかな範囲に留まった。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

 第582次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

西元町二丁目2548?59 遺跡名

個人住宅建設 調査期間

21.53 m

平安時代・・・小穴9基

縄文時代・・・土坑2基・小穴7基

平安時代・・・土師器・須恵器・男瓦・女瓦

縄文時代・・・土器・石器・礫

担当者

武蔵国分寺跡

2004.9.30～2004.10.15

中道 誠

調査概要

当地区は僧寺中軸線の北193m,西222mに位置し、武蔵野段丘面際に当たる。東に東山道武蔵路が通り、

多喜窪漬跡と重複する。調査は入り口駐車場工事と排水管埋設により影響を受ける範囲を対象にトレンチ

をA・B2箇所設定し、本調査を行った。Ai-レンチより平安時代の小穴が9基、縄文時代の土坑が2基、

小穴が7基検出された。包含層中より平安時代の土師器、須恵器、男瓦・女瓦が出土した。Bトレンチで

は遺構・遺物の検出、出土はなかった。

まとめ

平安時代の、小穴9基の内P?7には柱痕跡が認められたが、調査区内においては規則的な配列は認めら

れず建物・柵列になるかは不明。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

 第583次調査 確認調査

所在地 西元町四丁目10?47

調査原因

調査面積

検出遺構

出上遺物

公園施設バリアフリー化整備工事

40.19 濱

平安時代・・・土坑1基

平安時代・・・須恵器・土師質土器・中近世陶器・男瓦・女瓦

縄文時代・・・土器

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2004.11.9～2004.11.18

中道 誠

調査の概要

当地区は武蔵国分尼寺跡寺院地北西に当たり、黒鐘公園内に位置する。調査は公園施設バリアフリー化

整備工事に伴いスローフ゜設置により影響を受ける範囲を対象にl-レンチを設置し、遺構・遺物の確認作業

を行った。確認調査範囲の大剖分が大きく削平されており、平安時代と考えられる土坑が1基検出された。

まとめ

時期不明であるがローム層まで削平されている。公園整備時のものと思われる盛り土が厚く堆積し、出

土した須恵器、土師質土器、陶磁器、男瓦および縄文時代中期の土器片等は、盛上層中より採集された。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

 第5斜次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は武蔵国分尼寺跡北西地賊に当たる。調査は宅地造成工事により影響を受ける部分を対象として、

位置指定道路敷設工事範囲にトレンチを2箇所、集水桝埋設工事範囲にトレンチを1箇所設設定し、遺構・

遺物の確認作業を行った(対象地は昭和53年度の第83次調査と重複し、未調査部分について行った)。平

安時代の住居が1軒、平安時代から中世の土坑が20基、小穴が43基、縄文時代の土坑が2基確認された

ため、記録作業を実施した。本確認調査の成果に基づき、事業者と協議し、第585次調査として本調査に

栃脣↑した。

まとめ

尼寺北西域に(男栗住の調査から、平安時代から中世にかけての土坑墓群が検出されている。また当該調

査区の東側には伝鎌倉街道の道路遺構が検出されており、尼寺の廃絶時期と伝鎌倉街道の敷設時期、さら

に街道沿いの土地利用の実態を知る上で重要な地戦である。
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確認調査

西元町四丁目2348外 遺跡名

武蔵国分尼寺跡北西地区確認調査 調査期間

161.30 d 担当者

平安時代・・・住居1軒・土坑20基・小穴43基

縄文時代・・・土坑2基

平安時代・・・上師器・須恵器・土師質土器・中近世陶語・男瓦・女瓦・鉄滓

糸蚊日当刊]こ・・・土器 ・ 礫

武蔵国分寺跡

2004.11.10～2004.11.30

上敷領 久
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平成16隼度各調査の概要とまとめ

[相]第586次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺溝

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南285m,東246mに位置し、武蔵国分寺跡寺院地南に当たる。寺浣地南辺区画溝

の内側際に位置する。調査は計画道路敷設工事により影響を受ける範囲にトレンチを4箇所、排水管埋設

により影響を受ける範囲にトレンチ1箇所設定し、遺構・遺物の確認作業を行ったが遺構は確認されなか

ったため、本調査に移行しなかった。

確認調査

西元町三丁目1919?3

分譲住宅建設

71.55 ♂

なし

歴史時代・・・女瓦

武蔵国分寺跡

2004.12.13～2004.12.15

上敷領 久

遺跡名

調査期間

担当者

まとめ

当該地区は武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に位置し、既往の調査においても遺構検出報告が比較的少

ない地賊である。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

 第587次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

西元町三丁目30の一部 遺跡名

個人住宅建設 調査期間

111.86 ♂ 担当者

平安時代・・・掘立柱建物1棟・小穴27基

縄文時代・・・柄鏡型敷石住居1軒・小穴1基

平安時代・・・土師器・須恵器・土師質土器・灰釉陶器・青磁・中近世陶器・鐙瓦・男瓦・

女瓦・博・金属製品

縄文時代・・・土器・石器

旧石器時代・・・ナイフ形石器

武蔵国分寺跡

2005.1.27～2005.3.14

中道 誠

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北30m1東175mに位置し、立川段丘上で武蔵国分僧寺跡の伽藍地内の東イ則に当

たる。太衆院・政所院に推定される地区である。調査は計画建物工事により影響を受ける範囲にトレンチ

を1箇所設置し、遺構・遺物の確認作業を行った。結果は、平安時代の掘立柱建物が1棟、小穴が27基、

縄文時代の柄鏡型敷石住居が1軒、小穴が1基検出されたため、それらの遺構については本調査を実施し

て終了した。

まとめ

本調査区周辺から(唄飛住の調査においても、大規模な掘立柱建物が検出されている地域である。今回検

出された掘立柱建物(SB225)は、柱穴が8個であり、」祁りは調査区外に延びる。主軸方向は桁行でN-1('o

-Eである。東西2間、南北3間以上の南北棟で、柱間は約2.4mである。柱穴の切り合い関係により最大

で5時期あると考えられ、4回建て替えられている。柱穴の規模は、ほぼ同位置で建て替えられているこ

とからすべてにおいて判然としないが、最終時期についてみると、一辺約1m前後の不整楕円形ないし隅

丸方形の掘り方で、深さは、約0.8m～1mある。この時期は柱痕跡が確認され、なかには礎盤石として

川原石が使用されている。遺物の大半は最終時期の埋め土から土師器、須恵器、男瓦・女瓦などが出土し

杷。

縄文時代は柄鏡型敷石住居1軒(S]770J)、小穴1基が検出された。SI770J住居の円形主体部は半分以

上調査区外となり、現状で南北2.5m以上、東西4m以上、深さは確認面より約0.5mである。張り出し部

は幅約1.lm1長さ1.8mである。床面直上から10cm～30cmの礫が数点出土し、主体部の壁際に沿って小

石が帯状に検出された。この下部からピットが壁際に沿って検出された。出土漬物は中期後半加曽利EIV

式から後期初頭の称名寺式の深鉢形土器が主体となり、石鐵、磨石、石皿、多孔石などもある。柄鏡型敷

石住居は武蔵野段丘面では報告例が多いが、立川段丘面での検出は今次調査が初めてであり、立川段丘面

における該期の集落変遷を明らかにする上での貴重な資料である。

さらにSI770J住居の覆土中よりナイフ形石器が1点出土しており、縄文時代のみならず旧石器時代にお

いても立川段丘面の土地利用変遷を知る上で重要な調査となった。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

@第588次調査 個人宅造地

所在地 西元町王丁目1931-10

調査原因 個人住宅建設

調査面積 4.18 信

検出遺構 なし

出土遺物 なし

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2005.2.21～2005.2.22

中道 誠

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南235m,東275mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に当たる。調査は

排水管埋設工事により影響を受けろ範囲にトレンチを1箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、

出土はなかった。

まとめ

調査区の大部分は撹乱を受けていた。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

[相]第589次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南250m,東104mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に当たる。調査は

排水管埋設工事により影響を受ける範囲に1・レンチを3箇所設定し、遺構・遺物の確認作業を行ったが遺
構・遺物の検出、出土はなかったため、本調査に移行しなかった。

確認調査

西元町三丁目1ト19

個人住宅 α

13.50 ♂

なし

なし

武蔵国分寺跡

2005.3、22～2005.3.25

中道 誠

遺跡名

調査期間

担当者

まとめ

当該地区は既往の調査成果でも遺構検出報告の少ない地域である。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

@第76次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

確認調査

西恋ケ窪一丁目15?13・25

位置指定道路工事

66,70 信

歴史時代・・・溝2条

縄文時代・・・小穴3基

縄文時代・・・土器・石器

遺跡名

調査期間

担当者

恋ケGj都亦

2004.5.6～2004.5.11

上村 昌男

調査の概要

当地区は日本測地系の第9系に於いて南33.780m,西32.586mに位置し、恋ケ窪遺跡に当たる。調査は

道路敷設工事により影響を受ける範囲にトレンチを3箇所設定し、遺構・遺物の確認作業を行った。歴史

時代の溝2条(遺物が出土していないため時期の限定はできなかった)、縄文時代の小穴が3基検出された

ため、事業者と協議し、第77次調査として本調査に移行した。

まとめ

恋ケ窪遺跡は縄文時代中期の代表的な集落遺跡であるが、当該地区は遺跡の南側に位置し、既往の調査成

果においても縄文時代の住居等の報告は少ない地域である。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

 第78次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

確認調査

西恋ケ窪一丁目15?30・31

分譲住宅建設

5.32 爾

なし

なし

遺跡名

調査期間

担当者

恋ケ窪遺跡

2004.8.10～2004.8.12

上村 昌男

調査の概要

当地区は日庫巷り地系の第9系に於いて南33.405m,西32.565mに位置し、恋ケ窪遺跡に当たる。調査は

排水管埋設工事により影響を受ける範囲に1・レンチを1箇所、敷地南西側にトレンチを1箇所設定し、遺

構・遺物の確認作業を行った。遣構・遺物の検出、出土はなかったため記録作業を実施し、本調査へ移行

\-ナよ.Th)っ寸て。

まとめ

恋ケ窪遺跡の南側傾斜地に位置し、配水管埋設部分におけるトレンチではすでに削平されており包含層

は滅失していた。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

 第80次調査 個人宅造地

所在地 西恋ケ窪一丁目15?35

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人住宅建設

1.00 濱

なし

なし

遺跡名

調査期間

担当者

恋ケ4截動亦

2005.3.1～2005.3.2

上村 昌男

調査の概要

当地区は日本測地系の第9系に於いて南33.385m,西32.592mに位置し、恋ケ窪遺跡に当たる。調査は

排水管埋設工事により影響を受ける範囲にl-レンチを1箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、

出土はなかった。

まとめ

当該地区は宅地前に駐車場として使用していたため、調査区は攪乱され、包含層は滅失していた。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

[相]第15次調査 確認調査

所在地 南町三丁目30」2

調査原因 位置指定道路工事

調査面積 98.98 請

検出遺構 縄文時代・・・土坑1基

出土遺物 縄文時代・・・土器・石器

旧石器時代・・・石器・礫

調査期間

担当者

花沢西遺跡

2004.8.10～2004.8.25

上村 昌男

調査の概要

当地区は日オ穎り地系の第9系に於いて南33.595m,西32.000mに位置し、花沢西遺跡に当たる。調査は

計画道路敷設工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定し、確認作業を行った。縄文時代の土

坑が1基検出された。旧石器時代は、計画道路敷設工事の範囲内にトレンチを3箇所設定し、検出された

遺構の規模は小規模であったため遣構・遺物については記録作業を実施し、本調査へは移行しなかった。

まとめ

縄文時代の確認調査の東側で円形の土坑が検出された。遺物は炭化物と黒曜石の剥片、ホルンフェルス

の剥片、打製石斧、阿玉台の土器片が出土。旧石器時代は、道路工事の範囲内に3箇所トレンチを設定し、

下水管の埋設深度まで確認を行った。遺物はハードローム層より9%石の剥片と焼礫が出土したが、ユニ

ット小礫群のようなまとまりにはならなかった。
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平成16年度各調査の概要とまとめ

[相]第16次調査

所在地

調査原囚

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

南町三丁目30」2

個人住宅建設

8.67 信

なし

なし

調査期間

担当者

花沢西遺跡

2004.8.10～2004.8.25

上村 昌男

調査の概要

当地区は日オ穎り地系の第9系に於て南33.590m,西32.008mに位置し、花沢西遺跡に当たる。調査は配

水管埋設工事等により影響を受ける範囲にトレンチを2箇所設定し、本調査を実施したが遺構・遺物の検

出、出土はなかった。

まとめ

当該地区は恋ケ窪谷の南但1m4面地の際に位置するが遺跡の中心からやや外れるためであろうか、あるい

は調査区が狭いためであろうか遺構・遺物の検出、出土はなかった。
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第3章 平成17年度埋蔵文化財調査の概要
調査の概要

個人住宅建設に伴う調査は、武蔵国分寺跡8件、花沢西遺跡2件、殿ケ谷戸遺跡1件の計

11件である。武蔵国分寺跡は、建物基礎部分(②・ ・[相]地区)、排水管等地下埋設管設置
部分( ・ ・ ・ ・[相]地区)を対象として、総面積187.70濱の調査を行った。その他の
市内遺跡は、花沢西遺跡で建物基礎部分を対象に2件(0・ 地区)の計65.95M1殿ケ谷
戸遺跡で建物基礎部分と排水管等地下埋設管設置部分を対象に66.92ポの面積を調査した
([相]地区)。

確認調査は、武蔵国分寺跡で4件、84.55濱を行った。内3件は分譲住宅などの開発計画
に伴う調査(①・③・④地区)で、1件は西元町四丁目内伝鎌倉街道の切通し部に開いた横
穴壕の確認調査( 地区)である。

本年度は武蔵国分寺跡の調査が12件行われたが、寺院地内は3件、寺院地外は9件であ
る。寺院地外は東方の調査が7件と多い。

以下、主な発見遺構・出土遺物のある②・[相]地区(武蔵国分寺跡)、0地区(花沢西遺跡)
について報告する。

発見遺構と出土遺物

②地区と[相]地区は隣接した調査地であり、併せて報告する。検出遺構は、住居6軒(SI771
～776)、溝1条(SD68)、土坑1基、小穴17基。計86.80信の調査範囲としては、住居の検
出頻度は高い。SI771・774・775・776住居は、確認面(Ⅲb層)からわずかに掘り下げた深
さで床面が確認され、掘り込みが浅く、規模も一辺3m台がSI755のみで、他は2m台と小
さい。全体を調査できた住居はないが、いずれもカマドは検出されず、SI776住居で炉が検
出された。SI772・773住居は、調査部分が狭小であり全体はっかめないが、後者でカマド(北
カマド)が検出された。

出土遺物は、SI771・774・775・776住居は、須恵器坏・奎、土師器婁、女瓦などが出土し

たが、いずれも小片である。SI772住居は、ほぼ完形の土師質土器坏と高台付椀などが出土

し、衰退期(Ⅲ期)以降に比定される。SI773住居は、カマド内から土師器奎、男瓦、女瓦
などが出土した。

花沢西遺跡は、0地区において、縄文時代の小穴9基、旧石器時代の石器集中部1箇所、
礫群2箇所を検出した。旧石器時代の出土遺物は、石器45点(ナイフ形石器6点、石核1点、
剥片31点、砕片7点)、礫55点、総点数100点が出土した。
まとめ

武蔵国分寺跡は、寺院地外の東方での7件の調査があったが、②・ )地区でみる検出状況
に比べ、これ以東の調査区で目立った遺構は検出されなかった。寺院地外の東方地域は、北
方の集落の様相が明らかになってきたのに比べて、小規模な調査で調査数も少なく、集落の
変遷や広がり、そしてその性格付けなど、検討課題が多い。調査事例の増加を待たねばなら
ないが、本年度の当地域の調査による遺構検出の傾向は、今後の良い検討材料となる。①地
区の確認調査(本調査実施)では、大型の掘立柱建物跡の柱穴が3基確認されるなど、①地
区南側の市立第四中学校地内調査で確認された付属院との関連が窺える。

花沢西遺跡の[有]地区で主体的に確認された石器群は砂川期(花沢西遺跡第18次調査、第Ⅱ
文化層)にあたる。
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平成17年度調査地区一覧

表10 武蔵国分寺跡 個人宅造に伴う本発掘調査

表11 立句蔀圧司テ邑手跡 杉じ文土這不合言忍言周11

ニイ半う伺頚%胤k表12 武蔵国分寺跡

表13 花沢西遺跡 個人宅造に伴う本発掘調査

表14 殿ケ谷戸遺跡 個人宅造に伴う本発掘調査
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地区

番弓

遣晒

番と

調荀京因

調査次数
所在地

面 積 (面
現地調査期間 検出遺構

遺物

箱数調査 「事 対象

② 19
個人宅造地

第593次調査

東元町4]目

17962・3
26.60 58.10 100.28

H17.6.8～H17.7.13

(21口間)

瀝史)住居4軒・土坑1基・

小穴9基

(縄文)小穴1基

2

 19
個人宅造地

第596次調査

東元町3丁目

5-]2
12,00 92.07 293.9と

H17.9.7～1117.9.12

(4Ⅱ間)
(歴史)小穴4基 0

 l9
イ固人′宅社と地

第597次調査

東元け旧丁目

3-5
4,46 208,6ε 186.Oε

{{17.10,19～l-117,10,20

(2日間)
検出遺溝なし O

 19
個人宅造地

第598次調査

泉町1丁目

5
72,20 208.6ε 432.4]

H17.10,5～Hl7.10.26

(23日h1削)

(暦史)特殊遺構1基

文)小穴5基
l

 10
個人宅造地

剃00次調査

西元町3丁目

16-5
1.54 6;3.96 145.7ε

ト117.11,28～H17.11.30

(3レ間)
検出遺構なし 0

 ) 19
個人宅造地

剃01次調査

東元町4「目

1796-2・3・4-
60.20 62,48 ]37,4(

H17,12.l5～H18,1.18

(17口間)

(歴史)住居3軒・溝1条・
小穴8基

(自)蚊)小穴1基

l

 19
個人′f造地
勤02次調査

東元町3丁目

1440-3
3.20 95.2( 239.4:

1-117.12.20～H17.12.21

(2日間)
検1ト」1遺構なし O

0 19
個人宅造地
都(ト)次調査

東元町3丁目

1404-2
7,5C ]26,41  287.IC

H18.2.9～H18,2.14

(4日間)
検出遺構なし O

“ 箱数合計 一“一[L

1也区

番号

遺鉤

番も

調査原因

調査次数
所花地

而 績 "(m)
現池調査期間 検出遺構

遺物

箱数調査 工事 裡象

 10・比
杉レゞ壕確認調査

第5(1)次調査

西元町4丁目

1J也内
4.O5 4.0ε 4.OE

H17.11.15～H17.11.18

(4日間)
太平洋戦争当時の防空壕 l

箱数合計 D-

地区

番号

遺hプ

番Σ

調査原因

調査次数
所作地

面 積 (ml
現池調査期聞 検出遺構

遺物

箱数調査 王事 対象

① 10
住宅施設建設

第591次調査

西元町2丁目

2240-l・3
21,0( 246.24 512.99

H17、5.19～H17,6,1

(4叫間)

哩史)柱穴3基、土坑2基、

硬質面2箇所
1

③ 10
分譲住宅建設

第594次調査

東元町3丁目

19-36
51,8( 702,02 702.田

H17,7,]3～Hl7,7.l5

(3口間)
検出遣構なし 1

④ 19
分譲イ主宅建設

第595次調査
東元町4j日
1484・1485・ 1

7.7〔 65.11 l95.O1
H17.8.2～H17.8.3

(2日間)
検出遺構なし 1

箱数合計 " 巳口

地区

番号

遺W1・

番号

調査原因
調査次数

所在地
面 積 (mつ

現地調杏期間 検出遣構
遺物

箱数

0 8
個人宅造地

第17次調査

本町4丁貢

3-13
2.80 98.95 100.00

H17.6.14～Hl7.6.17

(2日間)
検出遺構なし 0

 8
個人宅造地

第19次調査

南町3丁爾
2799-20

63.l5 84,05 108.6(
トI17.]2.1～ト117.12.26

(16日間)

保墨文)小穴9基

(旧石器)石器集中地点1箇所・
礫群2箇所

2

箱数合計 巳日

地レ

番欠

遺踊

番号

調査原因

調査次数
所在地

面 積(m)
現地調査期間 1 検出遺構

遣物

箱数調査 工事 対象

[相] 21
個人宅造地

如次調査

南町2丁目
10-23

66,9ニ 124.2( 196.00
H17.5.9～H17,6.2

(19日間)

(歴史)小穴1基

0蚊)小穴l9基
1

箱数合計 ヒヒ





平成17年度 各調査の概要とまとめ

①第591次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

確認調査

西元町二丁目2240?1・3

住宅施設建設 調査期間

21.00 濱 担当者

歴史時代・・・柱穴3基・土坑2基・硬質面2箇所

歴史時代・・・土師器・須恵器・土師質土器・灰釉陶器・中近世陶器・男瓦・女瓦・

鉄滓・金属製品

武蔵国分寺跡

2005.5.19～2005.6.1

中道 誠

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南120m,西231mに位置し、武蔵国分寺跡僧尼寺中間地、彌こ当たり、東山道武蔵

路の東側際に位置する。調査は排水管埋設により影響を受ける範囲にトレンチを2箇所設定し、遺構・遺

物の確認作業を行った。結果は、歴史時代の遺構が検出された。それらの遣構について記録作業を実施し、

本調査に移行した。

まとめ

本調査区は武蔵国分寺跡僧尼寺中間地.焦こ位置し、第四中学校の」ヒイ則に当たることから住居、建物が密

集している地滅である。確認調査においても柱穴・硬質面等が確認され、当該地区の遺構群の多さを査証

した。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

②第593次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

東元町四丁目1796-2・3 遺跡名

個人住宅建設 調査期間

26.60 濱 担当者

平安時代・・・住居4軒・土坑1基・小穴9基

縄文時代・・・小穴1基

平安時代・・・土師器・須恵器・土師質土器・男瓦・女瓦・博

縄文時代・・・土器・礫・種子

武蔵国分寺跡

2005.6.8～2005.7.13

中道 誠

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南76m1東530.5mに位置し、武蔵国分寺跡東方地滅に当たる。調査は計画建物

工事により影響を受ける範囲に1・レンチを5箇所設定した。平安時代の住居が4軒、土坑が1基、小穴9

基、縄文時代の小穴1基が検出された。

まとめ

武蔵国分僧寺跡寺院地東に位置する。従来遺構の検出が希薄な地域と考えられていたが、本調査で住居

が4軒(SI771・772・773・774)検出され遺構密度が比較的高いことが明らかにされた。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

③第594次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北138m,東402.5mに位置し、武蔵国分寺跡寺院地北東に当たる。調査は計画道

路敷設工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定し、遺構・遺物の確認作業を行った。遺構は

確認されなかったため、記録作業を実施して終了した。

確認調査

東元町三丁目19?36

分譲住宅建設

51.80 爾

なし

平安時代の古銭

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2005.7.13～2005.7.15

中道 誠

まとめ

当該地区は国分寺崖線の際にあたるが、ローム面まで大きく削平された上に厚い盛土によって造成され

ており遺構は確認されなかった。覆土中より平安時代と考えられる古銭が出土したが、銘が意図的にすり

消されていた。
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平成17手度 各調査の概要とまとめ

④第595次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遣構

出土遺物

確認調査

東元町四丁目1484・1亜5?1

分譲住宅建設

7.70 信

なし

糸)'tal≠1「(・・・土器 ・礫

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2005.8.2～2005.8.3

中道 誠

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南49m1東640.5mに位置し、武蔵国分寺跡東方地域に当たる。立川段丘上に立

地し、武蔵国分僧寺跡寺浣地の東イ則に位置する。調査は排水管埋設工事により影響を受ける範囲にトレン

チを1箇所設定し、確認作業を行った。遺構は確認されなかったため、記録作業を実施して終了した。

まとめ

本調査区は武蔵国分僧寺跡寺院地の東イ則に位置する。既往の周辺地区の調査でも住居等の検出報告は少

なく、集落の東側限界にあたると考えられる。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

 第596次調査

所在地

調査原囚

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北150m,東651mに位置し、武蔵国分寺跡東方地滅に当たる。調査は排水管埋設

により影響を受ける範囲に1ヘレンチを1箇所設定し、本調査を実施した。時期不明の小穴が4基検出され

瓢

個人宅造地

東元町三丁目5?12

個人住宅建設

12.00 ♂

時期不明・・・小穴4基

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2005,9.7～2005.9.12

中道 誠

まとめ

本調査区は、削平がローム面までおよび、包含層は滅失しており、年代を判別する土器が出土していな

いため、検出された小穴の時期や機能については不明である。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

 第597次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

東元町三丁目3?5

個人住宅建設

4.46 濱

なし

なし

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2005.10,19～2005.10. 20

中道 誠

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北45.5m1東633.5mに位置し、武蔵国分寺跡東方地域に当たる。調査は排水管

埋設工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定し、本調査を実施したが、遺構・遺物の検出、

出土はなかった。

まとめ

武蔵国分僧寺跡寺院地南に位置する。本調査区は、削平がローム面までおよび、包含層(士滅失していた。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

 第598次調査

所在地

調査原囚

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

泉町一丁目5

個人住宅建設

72.20 濱

歴史時代・・・待珠遺構1基

縄文時代・・・小穴5基

歴史時代・・・土師質土器

縄文時代・・・土器・石器・礫

旧石器時代・・・ナイフ形石器

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2005.10.5～2005.10.26

中道 誠

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北526m,東396mに位置し、武蔵国分寺跡北方地滅に当たる。武蔵野段丘面に位

置する。調査は計画建物工事により影響を受ける範囲にトレンチを2箇所設定し、本調査を実施した。歴

史時代の特殊遺構が1基、縄文時代の小穴が5基検出された。 \

まとめ

本調査区は、恋ケ窪谷に面した斜面際に位置する。削平が部分的にローム面までおよび、歴史時代と縄

文時代遺構の遺構がほぼ同一面で確認されたが、覆土の違いで時期を判別した。歴史時代の特殊遺構は斜

面に向かって小穴が6基、ほぼ一直線に並んでおり、意図的な配列が看取された。ただし、年代を判別す

る土器が出土していないため、奈良・平安時代の時期区分はされなかった。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

 第599次調査 個人宅造地

所在地 西元町四丁目1地内

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

横穴壕埋戻し工事

4.05 渭

昭和時代・・・横穴壕1基

昭和時代の陶旨煩

歴史時代・・・女瓦

縄文時代・・・石器

調査期間

担当者

武蔵蔵国分寺跡

2005.11.15～2005.11.18

上村 昌男

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北42m1西384mに位置し、伝祥応寺跡と重複する武蔵国分尼寺跡北方地域に当

たる。調査(実托出している横穴壕内部で漬構・遺物の確認作業を行った。

まとめ

伝鎌倉街道切通し東側に開口した横穴であり、内部は空洞であった。歴史時代等の遺物は検出されず、

周辺からは昭和期の陶器が採集され、周辺住民からの聞き取りから、掘削者や掘削時期は不明であるが太

平洋戦争当時の防空壕である可能陀が高い。調査終了後危険防止のため速やかに埋め、開口部を閉塞した。
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平成17隼度 各調査の概要とまとめ

 第600次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南264m,東261mに位置し、武蔵国分寺跡寺院地南西に当たる。調査は排水管埋

設工事により影響を受ける範囲にトレンチを4箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土は

ナ立かっ寸こ。

個人宅造地

西元町三丁目16?5

個人住宅建設

1.54 信

なし

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

2005.11.28～2005.11.30

上村 昌男

まとめ

本調査区は、削平がローム面までおよび、包含層は滅失していた。

)

\

I

} v1

f

ν
1

-

図1Aトレンチ全景(東から)

一

r―!

一

図2Bトレンチ全景凍から)

1

一

■L-て
ー
嘴ミエ.
竜

「.ノ

-

―: r
L

ハ1
1

ト 一

-

札

r

・

喀

--

ー

じ

1

LP

一

-

1 C

『
LX
1
r命

1
▼響ー L冬シ.

一 一ー

1
一 -

図3Cl-レンチ全景凍から)

?・

一 噛

b
L1

～

一-

-

―リ. -

喝
C

&冫

一

-

コ1(4・1

▲▼

一
一 →1

1龜l

-

-
-

r

ー

コ

- -一一

皐 ～

々

1.
-

― 一

偶
～

1

トr
一 11 1曽

b

-
---

図4Dl-レンチ全景凍から)

70

-

園

閣E
■■



1 l ー

[iF
-

(示盃) -

隣地境界祿

63,33

nG
-

(S2!i8m)

EII

(Sz6im)

[1

(S264m)

へ

1

1
1

1
一」

へ

へ;冫

へ

へ

へ

ー
イ
ー
人
1
1
?

別
(
区

d;゜

瀦
N
呵

へ

レ;口λ、

レ;ト1

隣
地
葦
剰

B)

隣

け
1
謔

j[
(S:i67m)

[K
-

(S270ii+)

62.91

.63,40

Cトkンチ 1思
凶

62.90

Dトlレンチ

鍋
62,92

G
区

゜63,26

--

63,36

[L
一

(S273rii)

道路境界線

○ 63.33

マンホール

EM
一

(S275iii)

響
贋
i ○ 63,36

マンホー7I

第600次調査区全体図

0
l

[ J

1 L Ⅰ

5111

1

85

(IE255iii)

ー

86

(E258Ill)

ー

87

(E261iii)

71 -

I

88

(E254nl)
89

([:2671Tl)



平成17隼度 各調査の概要とまとめ

[相]第601次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

東元町四丁目1796?2・3・4

個人住宅建設 調査期間

60.20 請 担当者

平安時代・・・住居3軒・溝1条・小穴8基

縄文時代・・・小穴1基

平安時代・・・土師器・須恵器・土師質土器・灰釉陶器・炭化物

糸圧[QJCトP(・・・土器

武蔵国分寺跡

2005.12.15～2006.1.18

上村 昌男

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南73.5m1東522mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺浣地東に当たる。調査は計画建

物工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所、排水管埋設により影響を受ける範囲にトレンチを1

箇所設定し、本調査を行った。歴史時代の住居が3軒、溝1条、小穴が8基、縄文時代の小穴が1基検出

された。

まとめ

第593次調査区の西隣地である。本調査区での成果と併せて住居が6軒(SI771・772・773・774・775・

776)集中していた。第593次調査区で東半分を調査し、今次調査で西半分を調査したSI771住居の規模は

残存状況で東西2.5m,南北2.4m,確認面からの深さ約15 cmを測りSI775住居を切って構築されている。

SI775住居のカマドの位置は不明である。規模は残存状況で東西2m1南北3.2m1確認面からの深さ約

10cmを測る。周溝は幅15～20 cm1深さ約5cmでほぼ全周している。住居の中央部は極めて硬質な床面を

有している。SI776住居は、西側をSD68溝に切られている。規模は残存状況で東西1.9m1南北2.7m,

確認面からの深さ約15 cmを測る。周溝は幅15～30 cm,深さ約3cmでほぼ全周していると思われる。SI775

住居同様に住居の中央部は極めて硬質な床面を有している。床面南東隅には炉と考えられる焼土が堆積し

た浅い窪みを検出した。炉の規模は長径70cm1短径55 cmで深さ約10cmを測り、炭化材が出土した。

調査区の削平が著しいせいもあるが、S王771・774・775・776住居(卦信忍面からわずかに掘り下げた深さ

で床面が検出され、掘り込みが浅く、規模も一辺3m台がSI775住居のみで、他は2m台と小さい。全体

を調査できた住居はないが、いずれもカマドは検出されず、S王776住居で炉が検出された。SI772・773住

居は、調査部分が狭小であり全体はつかめないが、後者でカマド(北カマド)が検出された。

出上直物は、SI771・774・775・776住居は、須恵器坏・婁、刊腓開井、女瓦などが出土したが、いずれ

も小片である。SI772住居は、ほぼ完形の土師質土器坏と高台付椀などが出土し、衰退期(Ⅲ期)以降に

比定される。SI773住居は、カマド内から土師器狸、男瓦、女瓦などが出土した。

本調査区周辺の既往調査では住居の報告例は少なく、集落の範囲外という認識であった。しかしながら

第593次調査においても、調査区外に延びる住居が検出されており、僧尼寺中間地点のような密集度では

ないが、数軒単位の小集落が点在した可能性が指摘される。今後本調査区周辺の調査は注意を要する。ま

た、SD68溝は建物建築の掘削影響を受けないため、確認に留めた。南北方向に走り、本調査区では東側の

立ち上がりが確認され、西立ち上がりは調査区外にある。部分的な掘削では、やや階段状に立ち上がり、

寺院地等の区画溝のような箱型を呈していないことから、中世以降の溝と想定される。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

 第602次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北124m,東565mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地東に当たる。調査は排水管埋
設工事により影響を受けろ範囲にトレンチを1箇所、敷地南側に1ヘレンチを1箇所設定し、本調査を行っ
た。遺構・遺物の検出、出土はなかった。

個人宅造地

東元町三丁目1440?3 遺跡名

個人住宅建設 調査期間

3.20 信 担当者

なし

なし

武蔵国分寺跡

2005.12.20～2005.12.21

上村 昌男

まとめ

本調査区周辺は野川の南岸にあたり厚い黒色土の堆積が認められろ地域であるが、遺構は検出されなか
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平成17午度 各調査の概要とまとめ

@第604次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北174m,東699mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地東に当たる。調査は排水管埋

設工事により影響を受ける範囲に1-レンチを2箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土は

ナ立ナp()才こ,

個人宅造地

東元町三丁目1404-2 遺跡名

個人住宅建設 調査期間

7.50 爾 担当者

なし

なし

武蔵国分寺跡

2006.2.9～2006.2.14

上村 昌男

まとめ

本調査区周辺は野川の北岸にあたり厚い黒色土の堆積が認められる地域であるが、当該地は削平が著し

く包含層は滅失していた。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

0第17次調査 個人宅造地

所在地 本町四丁目2803-13

調査原因 個人住宅建設

調査面積 2.80 ♂

検出遺構 なし

出土遺物 なし

遺跡名

調査期間

担当者

花沢西遺跡

2005.6.14～2005.6.17

上村 昌男

調査の概要

当地区は日本測地系の第9系に於いて南33,506rn,西31.976mに位置し、花沢西遺跡に当たる。調査は

排水管埋設工事により影響を受ける範囲に1ヘレンチを2箇所設定し、本調査を行った。当該遺跡の主要時

代である旧石器時代の遺構・遺物の検出、出土はなかった。

まとめ

遺跡の東但1Ⅱ144地に位置し、恋ケ窪谷の入り口部分の斜面地にあたり旧石器時代の遺物出土条件として

は絶好の地形であったが、削平が著しく工事影響範囲においての旧石器時代遺物包含層(訴威失していた。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

 第19次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

個人宅造地

南町三丁目2799?20

個人住宅建設

63.15 信

縄文時代・・・小穴9基

旧石器時代・・・石器集中地点1箇所・礫群2箇所

糸蚊El=￥={'t・・・土器 ・礫

旧石器時代・・・ナイフ形石器・礫

遺跡名

調査期間

担当者

花沢西遺跡

2005.12.1～2005.12.26

上村 昌男

調査の概要

当地区は日QUり地系の第9系に於いて南33.588m,西31.996mに位置する。調査は計画建物工事により

影響を受ける範囲全面の本調査を行った。縄文時代の小穴が9基、旧石器時代の石器集中地点1箇所、礫

群が2箇所検出された。

まとめ

遺跡の東狽]Ⅱ塀斗地に位置し、恋ケ窪谷の入り口部分の斜面地に当たる。第17次調査区とは中央線を挟ん

で対岸に位置する。縄文時代遣構は用途不明の小穴群が検出されたが、土器が伴出していないため時期は

判別できない。旧石器時代については、立川ロームⅣ層下部からV層上部のナイフ形石器主体の石器集中

地点(ST19)が検出された。集中の範囲は南北3.7m,東西2.5mの範囲で分布を確認した。主たる母岩は

珪質頁岩の小円礫であり、小型で細身の小石刃が剥離されている。SR9礫群は南北3.lm1東西2.6mの範

囲で分布を確認した。SR10礫群は南北2.4m1東西1.5mの範囲で分布を確認した。
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平成17年度 各調査の概要とまとめ

 第4次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は日本測地系の第9系に於いて南33.693m,西31.280mに位置し、適跡の東狽]Ⅱ暇斜地で本多谷の
南斜面地に当たる。調査は計画建物工事により影響を受ける範囲全面を対象に本調査を行った。歴史時代
の小穴が1基、縄文時代の小穴が19基検出された。また、工事がローム面に及ぶため、影響範囲の調査を
併せて行ったが、旧石器時代の遺構・遺物の検出、出土はなかった。

個人宅造地

南町二丁目282?10・45

個人住宅建設

66.92 濱

歴史時代・・・小穴1基

縄文時代・・・小穴19基

糸圧[支JCト「(・・・土器 ・礫

調査期間

担当者

殿ケ谷戸遺跡

2005.5.9～2005.6.2

上村昌男

\

まとめ

歴史時代の遺物は出土していないため歴史時代小穴の時期は不明。縄文時代小穴群は中期中葉の勝坂期
の土器が共伴した。
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付 編 日召不口50年代の/J%規模調査概要

-

表15武蔵国分寺跡個人宅造に伴う本発掘調査

86

地区

番号

遺廟

番号

調査原因

調査次数
所在地

面“ 積(rn")
現地調査期間 検出遺構

遺物

箱数調査 上事一 対象

① 19
個人宅造地

第95次調査

西元町3丁目

1889]9
15.5( 141.8(

S54.6.4～S54.6.5

(2日間)
検出遺構なし O

② 10・19
個人宅造地

第110次調査

西元町3丁目

2031-2
69.50 128,37

S55.4.25～S55,5.12

(8u間)
検出遺構なし 0

③ 10・19
個人宅造地

第123次調査
西元田詔丁目

2013
13.1Z 15.3(

S55.12.1～S55.12,2

(2日間)
検出遺構なし 0

④ 19
個人宅造地

第159次調査

東元町4丁目

1945-18・19・

20

36.0( 63.l5 153.7(
S57,10.27～S57.11,6

(6日間)
検出遺構なし 0

 10・19
個人宅造地

第172次調査
西元田孔丁目

1902-6
14.0( 55.4ε 92.9F

S58,3.7～S58,3.15

(5l間)
検出遺構なし O

 10・19
個人宅造地

第178次調査
西元町21目

2548-76・83
16.O〔 59.6( 135,52

S58.7,15～S58.7.21

(5日間)
検出遺構なし O

 l0・19
個人宅造地

第180次調査

西元町3「日

1531
4.O( 12.6と 175,39

S58.8.1～S58.8.3

(3日間)
検出遺構なし 0

 10・19
個人宅造地

第189次調査
西元町2丁目

254843
45.00 106.80 166.14

S59.1.30～S59.2.3

(4日間)
検出遺構なし O

 19
個人宅造地

第191次調査

西元町丁目

191516・23
29.O( 56.51 189.O}

S59.3.1～S59.3.7

(6日間)
検出遺構なし 0

[相] 19
個人宅造地

第195次調査
東元町4「日
1752-3

26.O( 44.6二 150.3と
S59.4.17～S59.4.24

(5日間)
検出遺構なし O

0 10・19
個人宅造地

第211次調査
西元町3「日

205817
20.30 43.00 146.00

S59.9.l2～S59.9.20

(5日間)
検出遺構なし O

@ 10・19
個人宅造地

第221次調査
東元田丁4丁目

1945]5
8.0z 40.5( 135.1(

S59、12.l9～S59.12.24

(4日間)
検出遺構なし 0

0 10・19
個人宅造地

第222次調査
西元町2丁目

2548-6
8.O( 62.6乏 158.2(

S59.12、21 ～S59.12.25

(4日間)
検出遺構なし 0

■[





昭和50年代 各調査の概要

①第95次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南365m,東315mに位置し、武蔵国分寺跡南方地域に当たる。調査は排水管埋設

工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土はな

かつ杷。

昭和51年度、第24次調査において検出されたSD37溝の南延長部分付近に当たるが、本地区以外に存

在するものと考えられる。

当該地区周辺では、溝を除き、遺構の分布は希薄であると思われる。

個人宅造地

西元町三丁目1889」9

個人住宅建設

15.50 rn"

なし

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1979.6.4～1979.6.5
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昭和50年代 各調査の概要

②第110次調査 個人宅造地

所在地 西元町三丁目203ト2

調査原因 個人住宅建設

調査面積 69.50 信

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1980.4.25～1980.5.12

上村 昌男

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南182m,東248mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に当たる。調査は

建物基礎部分および配水管等埋設工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定し、本調査を行っ

た。遺構・遺物の検出、出土はなかった。
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昭和50年代 各調査の概要

③第123次調査 個人宅造地

所在地 西元町三丁目20」3

調査原因 個人住宅建設

調査面積 13.14 ♂

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1980.12.1～1980.12.2

有吉 重蔵・平田 貴正

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南71m1東196mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に当たる。調査は

排水管埋設工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、

出土はなかった。
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昭和50年代 各調査の概要

④第159次調査 個人宅造地

所在地 東元町四丁目1945?18・19・20

調査原因 個人住宅建設

調査面積 36.oo 濱

検出遺構 なし

出土遺物 なし

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1982.10.27～1982.11.6

上村 昌男

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南225m,東388mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に当たる。調査は

排水管埋設工事により影響を受ける範囲にトレンチを4箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、

出土はなかった。

当該地区は「苑院・花園院」に想定される地区であり、調査の結果、遺構が検出されなかったことで、

「苑院・花園院」の想定を裏付ける形となった。
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昭和50年代 各調査の概要

 第172次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南322m,東241mに位置し、武蔵国分寺跡南方地域に当たる。調査は排水管埋設

工事により影響を受ける範囲にI～レンチを2箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土はな

カ)つ辷。

個人宅造地

西元町三丁目1902?6

個人住宅建設

14.00 ボ

なし

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1983,3.7～1983.3.15

上村 昌男
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昭和50年代 各調査の概要

 第178次調査 個人宅造地

所在地 西元町二丁目2548?76・83

調査原因 個人住宅建設

調査面積 16.00 渭

検出遺構 なし

出土遺物 なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1983.7.15～1983.7.21

上村 昌男

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北136m1西285mに位置し、武蔵野段丘面際の武蔵国分僧寺北方地域に当たる。

東に東山道武蔵路が通り、多喜窪遺跡と重複する。調査は排水管埋設工事により影響を受ける範囲を対象

にトレンチを1箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土はなかった。
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昭和50年代 各調査の概要

 第180次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北41m1東279mに位置し、武蔵国分寺跡寺院地東方地域に当たる。立川段丘上

で武蔵国分僧寺跡の伽藍地東辺区画溝の東際に位置する。調査は汚水枡設置工事により影響を受ける範囲

を対象にトレンチを1箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土はなかった。

個人宅造地

西元町三丁目1531

個人住宅建設

4.00 濱

なし

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1983.8.1～1983.8.3

上村 昌男
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昭和50年代 各調査の概要

 第189次調査

所在地

調査原囚

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北137m1西295mに位置し、武蔵野段丘面際の武蔵国分僧寺北方地域に当たる。

東に東山道武蔵路が通り、多喜窪遺跡と重複する。調査は建物基礎部分及び排水管等埋設工事により影響

を受ける範囲を対象にトレンチを2箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土はなかった。

個人宅造地

西元町二丁目2548?43

個人住宅建設

45.00 渭

なし

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1984.1.30～1984.2.3

上村 昌男
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昭和50年代 各調査の概要

 第191次調査 個人宅造地

所在地 西元町王丁目1915」6,23

調査原因 個人住宅建設

調査面積

検出遺構

出土遺物

29.00 爾

なし

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1984.3.1～1984.3.7

上村 昌男

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南253m,東260mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に当たる。調査は
排水管埋設工事により影響を受ける範囲にトレンチを2箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、
出土はなかった。

当該地区は「苑院・花園院」に想定される地区であり、調査の結果、遺構が検出されなかったことで、
「苑院・花園院」の想定を裏付ける形となった。
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昭和50年代 各調査の概要

[相]第195次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南222m,東579mに位置し、立川段丘上( ′地域に当たる。寺院

地東辺区画溝の外側に位置する。調査は排水管埋設工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定

し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土はなかった。

個人宅造地

東元町四丁目1752-3

個人住宅建設

26.00 信

なし

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1984.4.17～1984.4.24

上村 昌男
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昭和50年代 各調査の概要

 第211次調査 個人宅造地

所在地 西元町三丁目2058?17

調査原因 個人住宅建設

調査面積 20.30 信

検出遺構 なし

出土遺物 なし

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1984.9.12～1984.9.20

上村 昌男

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南241m,東124mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に当たる。調査は
排水管埋設工事により影響を受けろ範囲にトレンチを2箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、
出土はなかった。

当該地区は「苑院・花園院」に想定される地区であり、調査の結果、遺構が検出されなかったことで、
「苑院・花園院」の想定を裏付ける形となった。
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昭和50年代 各調査の概要

@第221次調査

所在地

調査原因

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の南211m,東390mに位置し、武蔵国分僧寺跡寺院地内南東地区に当たる。調査は
排水管埋設工事により影響を受ける範囲にトレンチを1箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、
出土はなかった。

個人宅造地

東元町四丁目1945-15

個人住宅建設

8.04 信

なし

なし

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

1984.12.19～1984.12.24

上村 昌男
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昭和50年代 各調査の概要

0第222次調査

所在地

調査原囚

調査面積

検出遺構

出土遺物

調査の概要

当地区は僧寺中軸線の北131m,西223mに位置し、武蔵野段丘面際の武蔵国分僧尼寺中間に当たる。東

に東山道武蔵路が通り、多喜窪遺跡と重複する。調査は排水管埋設工事により影響を受ける範囲を対象に

トレンチを2箇所設定し、本調査を行った。遺構・遺物の検出、出土はなかった。

個人宅造地

西元町二丁目2548?6

個人住宅建設

8.00 ♂

遺跡名

調査期間

担当者

武蔵国分寺跡

上村 昌男
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